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徳
島
県
告
示
第
五
百
八
十
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
五

年
十
一
月
三
十
日
徳
島
県
議
会
の
議
決
を
経
た
令
和
五
年
度
徳
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
の

要
領
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
徳
島
県
経
営
戦
略
部
財
政
課
、
県
庁
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
及
び
県
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
置
い
て
、
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
五
百
八
十
三
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
の
で
、
地
方
自
治
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公

告
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

入
札
に
付
す
る
事
項

１

調
達
物
品
等
の
名
称
及
び
予
定
数
量

徳
島
県
万
代
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気
（
電
力
量
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由

来
の
電
力
で
あ
る
こ
と
。
）

調
達
期
間
に
お
け
る
予
定
使
用
電
力
量
の
合
計

三
、
四
〇
五
、
三
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

２

調
達
物
品
等
の
特
質
等

仕
様
書
に
よ
る
。

３

契
約
期
間

令
和
六
年
二
月
二
十
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

４

調
達
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

５

需
要
場
所

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
万
代
庁
舎

二

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

１

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

２

物
品
の
購
入
等
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
要
綱
（
昭
和

五
十
六
年
徳
島
県
告
示
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
に
よ
り
入
札
に
参
加
す

る
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

３

徳
島
県
物
品
購
入
等
に
係
る
指
名
停
止
等
措
置
要
綱
に
基
づ
く
指
名
停
止
等
の
措
置
を
受
け
て
い

な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

４

暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七

号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
暴
力
団
員
（
同
条
第

六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
暴
力
団

若
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
い
こ
と
。

５

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
、
民
事

再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
又
は
破
産
法

（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
に
基
づ
く
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で

あ
る
こ
と
。

６

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
小
売
電
気
事

業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

７

電
源
構
成
、
非
化
石
証
書
の
使
用
状
況
及
び
二
酸
化
炭
素
排
出
係
数
の
情
報
開
示
、
二
酸
化
炭
素

排
出
係
数
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
等
に
関
し
、
入
札
説
明



書
に
掲
げ
る
条
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ
と
。

８

調
達
開
始
日
か
ら
供
給
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

三

入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
手
続
に
関
す
る
事
項

１

二
の
２
の
資
格
を
有
し
て
い
な
い
者
で
、
こ
の
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
も
の
は
、
徳
島
県
知

事
が
定
め
る
一
般
競
争
入
札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い

う
。
）
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
２
の

に
掲
げ
る
受
領
期
限
ま
で
に
２
の

に
掲
げ
る
提
出
場

（一）

（二）

所
へ
提
出
し
、
入
札
参
加
資
格
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
同
期
限
ま
で
に
申
請
を

行
っ
た
場
合
で
も
、
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
入
札
公
告
に
係
る
入
札
参
加
資
格
が

与
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

２

申
請
書
の
受
領
期
限
及
び
提
出
場
所

受
領
期
限

（一）

令
和
六
年
一
月
十
九
日
（
金
曜
日
）
午
後
五
時

提
出
場
所

（二）

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
調
度
担
当
（
電
話
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
〇
六
六
）

四

契
約
条
項
を
示
す
場
所

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
庁
舎
管
理
担
当

五

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付
期
間
及
び
方
法

１

期
間

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
令
和
六
年
二
月
十
五
日
（
木
曜
日
）
午

後
五
時
ま
で

２

方
法

徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
無
料
で
交
付
す
る
。

六

事
前
に
提
出
す
る
書
類
の
提
出
方
法
等

１

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
二
に
規
定
す
る
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

を
受
け
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
３
に
掲
げ
る
提
出
場
所
に
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
書
留
郵
便
（
簡
易
書
留
郵
便
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
と

し
、
提
出
期
間
内
に
必
着
の
こ
と
。
）
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
。

入
札
参
加
資
格
確
認
票

（一）

二
酸
化
炭
素
排
出
係
数
等
適
合
証
明
書

（二）

電
気
事
業
法
第
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
小
売
電
気
事
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証

（三）

明
す
る
書
類
の
写
し

２

提
出
期
間

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日
（
金
曜
日
）
か
ら
令
和
六
年
一
月
十
九
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
県
の

休
日
（
徳
島
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
徳
島
県
条
例
第
三
号
）
第
一
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
日
を
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で

を
除
く
。
）

３

提
出
場
所

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇



徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
庁
舎
管
理
担
当
（
電
子
メ
ー
ルk

a
n
z
a
i
k
a
_
e
s
h
i
n
s
e
i
@
m
a
i
l
.
p
r
e
f
.

t
o
k
u
s
h
i
m
a
.
j
p

、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
八
二
八
）

４

提
出
部
数

一
部
と
す
る
。

七

入
札
手
続
等

１

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

日
時

（一）

令
和
六
年
二
月
十
六
日
（
金
曜
日
）
午
後
二
時

場
所

（二）

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
入
札
室

郵
送
（
書
留
郵
便
に
限
る
。
）
に
よ
る
場
合
の
入
札
書
の
提
出
期
間
及
び
宛
先

（三）

提
出
期
間

（１）

令
和
六
年
一
月
二
十
九
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
二
月
十
五
日
（
木
曜
日
）
午
後
五
時
ま
で

に
必
着
の
こ
と
。

宛
先

（２）

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
庁
舎
管
理
担
当

２

入
札
方
法

入
札
書
記
載
金
額
は
、
調
達
期
間
の
電
気
料
金
の
総
価
と
す
る
こ
と
。

（一）

落
札
者
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
十
に
相

（二）
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額

を
切
り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金

額
の
百
十
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

３

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

免
除

４

入
札
の
失
格

入
札
書
記
載
金
額
と
入
札
内
訳
書
記
載
の
合
計
額
（
税
抜
）
が
一
致
し
な
い
者
は
失
格
と
す
る
。

５

入
札
の
無
効

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

二
に
規
定
す
る
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
者
及
び
虚
偽
の
申

（一）
請
を
行
っ
た
者
の
し
た
入
札

指
定
し
た
日
時
ま
で
に
指
定
し
た
場
所
に
到
達
し
な
い
入
札
又
は
郵
便
入
札
の
場
合
で
あ
っ
て

（二）
封
書
の
表
面
に
「
徳
島
県
万
代
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気
（
電
力
量
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
で
あ
る
こ
と
。
）
の
入
札
書
在
中
」
の
朱
書
が
な
く
、
入
札
書
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
入
札

記
名
の
な
い
入
札

（三）



入
札
事
項
を
表
示
せ
ず
、
若
し
く
は
そ
の
記
載
事
項
が
不
明
確
で
あ
り
、
又
は
一
定
の
金
額
を

（四）
も
っ
て
価
格
を
表
示
し
な
い
入
札

同
一
事
項
に
対
し
て
し
た
二
通
以
上
の
入
札

（五）

他
人
の
代
理
人
を
兼
ね
、
又
は
二
人
以
上
の
代
理
を
し
た
者
の
入
札

（六）

代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
に
委
任
状
を
提
出
し
な
い
で
し
た
入
札

（七）

明
ら
か
に
連
合
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
入
札

（八）

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
入
札

（九）
６

落
札
者
の
決
定
方
法

徳
島
県
契
約
事
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
徳
島
県
規
則
第
三
十
九
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り

作
成
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落

札
者
と
す
る
。
落
札
と
な
る
べ
き
同
価
の
入
札
を
行
っ
た
者
が
二
者
以
上
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
当

該
入
札
者
に
く
じ
を
引
か
せ
て
落
札
者
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

７

契
約
書
作
成
の
要
否

要

８

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

９

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

八

そ
の
他

１

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

２

本
件
特
定
調
達
契
約
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
四
条

の
三
の
規
定
に
基
づ
く
長
期
継
続
契
約
で
あ
る
。
次
年
度
以
降
の
予
算
が
減
額
さ
れ
、
又
は
削
除
さ

れ
た
場
合
は
、
契
約
の
変
更
又
は
解
除
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
徳
島
県
は
、

当
該
契
約
の
変
更
又
は
解
除
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る

。
３

問
合
せ
先

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
庁
舎
管
理
担
当
（
電
話
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
〇
六
四
）

九

S
u
m
m
ary

１
N
atu
re
an
d
q
u
an
tity
o
f
th
e
p
ro
d
u
cts
b
ein
g
p
u
rch
ased

A
m
o
u
n
t
o
f
electricity

th
at
w
ill
b
e
u
sed

b
y
T
o
ku
sh
im
a
P
refectu

ral
G
o
vern
m
en
t
O
ffice.

E
stim
ated

am
o
u
n
t
o
f
E
lectric

P
o
w
er
:
3
,
4
0
5
,
3
0
0
kW
h

E
lectricity

fro
m
ren
ew
ab
le
en
ergy

u
sed
at
T
o
ku
sh
im
a
P
refectu

ral

G
o
vern
m
en
t
O
ffice

m
u
st
b
e
at
least

h
alf
o
f
th
e
electricity

p
ro
vid
ed
.

２
P
erio
d
fo
r
th
e
S
u
b
m
issio
n
o
f
T
en
d
ers

H
an
d
d
elivered

su
b
m
issio
n
s:F
eb
ru
ary
1
6
,
2
0
2
4
b
y
2
:0
0
p
.m
.

S
u
b
m
issio
n
s
b
y
m
ail:
M
u
st
b
e
d
elivered

b
etw
een
Jan
u
ary
2
9
,
2
0
2
4
-

F
eb
ru
ary
1
5
,
2
0
2
4
b
y
5
:0
0
p
.m
.



３
F
o
r
fu
rth
er
in
fo
rm
atio
n
,
p
lease

sen
d
all
en
q
u
iries

to
th
e
fo
llo
w
in
g
ad
d
ress

T
o
ku
sh
im
a
P
refectu

ral
G
o
vern
m
en
t

P
ro
p
erty

M
an
agem

en
t
D
ivisio

n
,
M
an
agem

en
t
S
trategies

D
ep
artm
en
t

1
-
1
B
an
d
ai-
ch
o
,
T
o
ku
sh
im
a
C
ity
7
7
0
-
8
5
7
0

T
el:
0
8
8
-
6
2
1
-
2
0
6
4



徳
島
県
告
示
第
五
百
八
十
四
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
の
で
、
地
方
自
治
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公

告
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

入
札
に
付
す
る
事
項

１

調
達
物
品
等
の
名
称
及
び
予
定
数
量

徳
島
県
六
合
同
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気

調
達
期
間
に
お
け
る
予
定
使
用
電
力
量
の
合
計

一
、
八
六
八
、
七
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

２

調
達
物
品
等
の
特
質
等

仕
様
書
に
よ
る
。

３

契
約
期
間

令
和
六
年
二
月
二
十
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

４

調
達
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

５

需
要
場
所

施
設
名

所
在
地

徳
島
合
同
庁
舎

徳
島
市
新
蔵
町
一
丁
目
六
七

吉
野
川
合
同
庁
舎

吉
野
川
市
川
島
町
宮
島
七
三
六
―
一

南
部
総
合
県
民
局
阿
南
庁
舎

阿
南
市
富
岡
町
あ
王
谷
四
六

同

美
波
庁
舎

海
部
郡
美
波
町
奥
河
内
字
弁
才
天
一
七
番
地
一

西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎

美
馬
市
脇
町
大
字
猪
尻
字
建
神
社
下
南
七
三

同

三
好
庁
舎

三
好
市
池
田
町
マ
チ
二
四
一
五
番
地

二

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

１

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

２

物
品
の
購
入
等
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
要
綱
（
昭
和

五
十
六
年
徳
島
県
告
示
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
に
よ
り
入
札
に
参
加
す

る
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

３

徳
島
県
物
品
購
入
等
に
係
る
指
名
停
止
等
措
置
要
綱
に
基
づ
く
指
名
停
止
等
の
措
置
を
受
け
て
い

な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

４

暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七

号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
暴
力
団
員
（
同
条
第

六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
暴
力
団

若
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
い
こ
と
。

５

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
、
民
事

再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
又
は
破
産
法

（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
に
基
づ
く
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で

あ
る
こ
と
。



６

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
小
売
電
気
事

業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

７

電
源
構
成
、
非
化
石
証
書
の
使
用
状
況
及
び
二
酸
化
炭
素
排
出
係
数
の
情
報
開
示
、
二
酸
化
炭
素

排
出
係
数
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
等
に
関
し
、
入
札
説
明

書
に
掲
げ
る
条
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ
と
。

８

調
達
開
始
日
か
ら
供
給
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

三

入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
手
続
に
関
す
る
事
項

１

二
の
２
の
資
格
を
有
し
て
い
な
い
者
で
、
こ
の
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
も
の
は
、
徳
島
県
知

事
が
定
め
る
一
般
競
争
入
札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い

う
。
）
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
２
の

に
掲
げ
る
受
領
期
限
ま
で
に
２
の

に
掲
げ
る
提
出
場

（一）

（二）

所
へ
提
出
し
、
入
札
参
加
資
格
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
同
期
限
ま
で
に
申
請
を

行
っ
た
場
合
で
も
、
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
入
札
公
告
に
係
る
入
札
参
加
資
格
が

与
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

２

申
請
書
の
受
領
期
限
及
び
提
出
場
所

受
領
期
限

（一）

令
和
六
年
一
月
十
九
日
（
金
曜
日
）
午
後
五
時

提
出
場
所

（二）

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
調
度
担
当
（
電
話
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
〇
六
六
）

四

契
約
条
項
を
示
す
場
所

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
庁
舎
管
理
担
当

五

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付
期
間
及
び
方
法

１

期
間

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
令
和
六
年
二
月
十
五
日
（
木
曜
日
）
午

後
五
時
ま
で

２

方
法

徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
無
料
で
交
付
す
る
。

六

事
前
に
提
出
す
る
書
類
の
提
出
方
法
等

１

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
二
に
規
定
す
る
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

を
受
け
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
３
に
掲
げ
る
提
出
場
所
に
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
書
留
郵
便
（
簡
易
書
留
郵
便
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
と

し
、
提
出
期
間
内
に
必
着
の
こ
と
。
）
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
。

入
札
参
加
資
格
確
認
票

（一）

二
酸
化
炭
素
排
出
係
数
等
適
合
証
明
書

（二）

電
気
事
業
法
第
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
小
売
電
気
事
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証

（三）

明
す
る
書
類
の
写
し

２

提
出
期
間

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日
（
金
曜
日
）
か
ら
令
和
六
年
一
月
十
九
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
県
の

休
日
（
徳
島
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
徳
島
県
条
例
第
三
号
）
第
一
条
第
一
項
各
号
に



掲
げ
る
日
を
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で

を
除
く
。
）

３

提
出
場
所

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
庁
舎
管
理
担
当
（
電
子
メ
ー
ルk

a
n
z
a
i
k
a
_
e
s
h
i
n
s
e
i
@
m
a
i
l
.
p
r
e
f
.

t
o
k
u
s
h
i
m
a
.
j
p

、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
八
二
八
）

４

提
出
部
数

一
部
と
す
る
。

七

入
札
手
続
等

１

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

日
時

（一）

令
和
六
年
二
月
十
六
日
（
金
曜
日
）
午
後
二
時
三
十
分

場
所

（二）

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
入
札
室

郵
送
（
書
留
郵
便
に
限
る
。
）
に
よ
る
場
合
の
入
札
書
の
提
出
期
間
及
び
宛
先

（三）

提
出
期
間

（１）

令
和
六
年
一
月
二
十
九
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
二
月
十
五
日
（
木
曜
日
）
午
後
五
時
ま
で

に
必
着
の
こ
と
。

宛
先

（２）

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
庁
舎
管
理
担
当

２

入
札
方
法

入
札
書
記
載
金
額
は
、
調
達
期
間
の
電
気
料
金
の
総
価
と
す
る
こ
と
。

（一）

落
札
者
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
十
に
相

（二）
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額

を
切
り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金

額
の
百
十
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

３

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

免
除

４

入
札
の
失
格

入
札
書
記
載
金
額
と
入
札
内
訳
書
記
載
の
合
計
額
（
税
抜
）
が
一
致
し
な
い
者
は
失
格
と
す
る
。

５

入
札
の
無
効

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

二
に
規
定
す
る
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
者
及
び
虚
偽
の
申

（一）
請
を
行
っ
た
者
の
し
た
入
札

指
定
し
た
日
時
ま
で
に
指
定
し
た
場
所
に
到
達
し
な
い
入
札
又
は
郵
便
入
札
の
場
合
で
あ
っ
て

（二）



封
書
の
表
面
に
「
徳
島
県
六
合
同
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気
の
入
札
書
在
中
」
の
朱
書
が
な
く
、
入

札
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
入
札

記
名
の
な
い
入
札

（三）

入
札
事
項
を
表
示
せ
ず
、
若
し
く
は
そ
の
記
載
事
項
が
不
明
確
で
あ
り
、
又
は
一
定
の
金
額
を

（四）
も
っ
て
価
格
を
表
示
し
な
い
入
札

同
一
事
項
に
対
し
て
し
た
二
通
以
上
の
入
札

（五）

他
人
の
代
理
人
を
兼
ね
、
又
は
二
人
以
上
の
代
理
を
し
た
者
の
入
札

（六）

代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
に
委
任
状
を
提
出
し
な
い
で
し
た
入
札

（七）

明
ら
か
に
連
合
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
入
札

（八）

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
入
札

（九）
６

落
札
者
の
決
定
方
法

徳
島
県
契
約
事
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
徳
島
県
規
則
第
三
十
九
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り

作
成
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落

札
者
と
す
る
。
落
札
と
な
る
べ
き
同
価
の
入
札
を
行
っ
た
者
が
二
者
以
上
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
当

該
入
札
者
に
く
じ
を
引
か
せ
て
落
札
者
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

７

契
約
書
作
成
の
要
否

要

８

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

９

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

八

そ
の
他

１

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

２

本
件
特
定
調
達
契
約
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
四
条

の
三
の
規
定
に
基
づ
く
長
期
継
続
契
約
で
あ
る
。
次
年
度
以
降
の
予
算
が
減
額
さ
れ
、
又
は
削
除
さ

れ
た
場
合
は
、
契
約
の
変
更
又
は
解
除
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
徳
島
県
は
、

当
該
契
約
の
変
更
又
は
解
除
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る

。
３

問
合
せ
先

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
庁
舎
管
理
担
当
（
電
話
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
〇
六
四
）

九

S
u
m
m
ary

１
N
atu
re
an
d
q
u
an
tity
o
f
th
e
p
ro
d
u
cts
b
ein
g
p
u
rch
ased

A
m
o
u
n
t
o
f
electricity

th
at
w
ill
b
e
u
sed

b
y
th
e
6
C
o
m
m
o
n
B
u
ild
in
gs
o
f
th
e
T
o
k
u
sh
im
a
P
refectu

ral
G
o
vern
m
en
t
O
ffice.

E
stim
ated

am
o
u
n
t
o
f
E
lectric

P
o
w
er
:
1
,
8
6
8
,
7
0
0
kW
h

２
P
erio
d
fo
r
th
e
S
u
b
m
issio
n
o
f
T
en
d
ers

H
an
d
d
elivered

su
b
m
issio
n
s:F
eb
ru
ary
1
6
,
2
0
2
4
b
y
2
:3
0
p
.m
.

S
u
b
m
issio
n
s
b
y
m
ail:
M
u
st
b
e
d
elivered

b
etw
een
Jan
u
ary
2
9
,
2
0
2
4
-



F
eb
ru
ary
1
5
,
2
0
2
4
b
y
5
:0
0
p
.m
.

３
F
o
r
fu
rth
er
in
fo
rm
atio
n
,
p
lease

sen
d
all
en
q
u
iries

to
th
e
fo
llo
w
in
g
ad
d
ress

T
o
ku
sh
im
a
P
refectu

ral
G
o
vern
m
en
t

P
ro
p
erty

M
an
agem

en
t
D
ivisio

n
,
M
an
agem

en
t
S
trategies

D
ep
artm
en
t

1
-
1
B
an
d
ai-
ch
o
,
T
o
ku
sh
im
a
C
ity
7
7
0
-
8
5
7
0

T
el:
0
8
8
-
6
2
1
-
2
0
6
4



徳
島
県
告
示
第
五
百
八
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
吉
野
川
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日

か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

阿
波
市
土
成
町
宮
川
内
字
広

坪
一
七
〇
番
一
地
先
か
ら

旧

一
五
・
四
〜
一
八
・
〇

一
三
五
・
四

９

船
戸
切
幡
上

同

３１

板

二
一
七
番
地
先
ま
で

同

新

一
五
・
六
〜
三
〇
・
九

一
三
五
・
四



徳
島
県
告
示
第
五
百
八
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
吉
野
川
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日

か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

阿
波
市
土
成
町
宮
川
内
字
下

り
松
六
八
番
六
地
先
か
ら

旧

六
・
二
〜
一
一
・
八

三
四
・
八

同

六
八
番
四
地
先
ま
で

５

宮
川
内
牛
島

３

同

六
・
二
〜
一
一
・
八

三
四
・
八

２

停
車
場

阿
波
市
土
成
町
宮
川
内
字
広

新

坪
二
一
六
番
地
先
か
ら

一
〇
・
七
〜
二
二
・
五

七
三
五
・
五

同

字
古

田
一
八
七
番
三
ま
で



 
 

公 
 

告 
地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院
か
ら
依
頼

次
の
と
お
り
公
告

 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

徳
島
県
知
事 

 

後 

藤 

田 
 

正 
 

純 
 

徳
島
県
鳴
門
病
院
災
害
対
策
施
設

整
備

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札

に
付

公
告

 

  
 

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院 

                                        
 

 
  
 

 
 

理
事
長 

 

森 
 

裕 
 

二 

一 

入
札
に
付
す
る
事
項 

 

１ 

業
務
名 

      

整
備 

 

２ 

業
務
内
容 

意
匠
図

〇
〇
一

〇
五
五

構
造
図

〇
〇
一

〇
二
〇

図

〇

〇
一

〇
二
五

図
〇
〇
一

〇
七
二

機
械
設
備
図
〇
〇
一

〇
一
九

び
工
事
内

訳
書
に
基

工
事
を
行

本
件
落
札
後
に
お
い
て
発
注
者
よ
り
工
事
内
容
の
変

更
等
の
要
望

場
合

誠
意

対
応

 

※
図
面
及
び
内
訳
書
等
は
三
に
示
す
場
所
及
び
期
間
に
て
配
布

 

 

３ 

業
務
期
限 

 

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

月

発
注
者
よ
り
工
程
案
を
三
に
示
す
場
所
及

び
期
間
に
て
配
布

 
 

４ 

業
務
場
所 

      

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院 

二 

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格 

 
 

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
者

 

    

㈠ 

規
定
す
る
徳
島
県
の
入
札
参
加
資
格
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
者

又
は
会
計
規
程
実
施
規
程
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新
た
に
資
格
審
査
を
受
け
て
参
加
が
認

め
ら
れ
た
者

 

    

㈡ 

会
計
規
程
実
施
規
程
第
八
条
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者

 

    

㈢ 

入
札
し
よ
う
と
す
る
者

仕
様
書
に
示
し
た

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る

等
を
法
人
の
指
定
す
る
様
式
に
よ

五
の
２
に
示
す
提
出
期
限
ま
で
に
提
出

審
査
の

と
認
め
ら
れ
た
者
で
あ

 

    

㈣ 

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

 
 

 

に
規
定
す
る
暴
力
団

以
下
同

若
し
く
は

 
 

 

条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

以
下
同

該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は 

 
 

暴
力
団
員
若
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
と
認
め
ら
れ
る
者

 

三 

入
札
説
明
書
等
に
関
す
る
事
項 



  
１ 

交
付
場
所 

      
郵
便
番
号 

七
七
二‐

八
五
〇
三 

      
徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
二
番 

      

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院 

施
設
整
備
企
画
課 

      

電
話
番
号 

〇
八
八‐

六
八
三‐

〇
〇
一
一 

      
番
号 

〇
八
八‐

六
八
三‐

一
八
六
〇 

      

電
子

 
shisetsu@

naruto-hsp.jp
 

 

２ 

交
付
期
間 

      

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二

金

か
ら
令
和
六
年
一
月
十
五

月

ま
で
の
土
日

及
び
国
民
の
祝
日
を
除
く
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

 

四 

問
合
せ
等
に
つ
い
て 

 

１ 

問
合
せ
先 

      

徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
二
番 

      

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院 
施
設
整
備
企
画
課 

      

電
話
番
号 

〇
八
八‐

六
八
三‐

〇
〇
一
一 

      

番
号 

〇
八
八‐

六
八
三‐

一
八
六
〇 

      

電
子

 
shisetsu@

naruto-hsp.jp
 

  

２ 

問
合
せ
の
方
法
及
び
受
付
期
間 

      

問
合

又
は
電
子

期
間
に

つ
い
て
は
令
和
五
年
十
二
月
二
十
二

金

か
ら
令
和
六
年
一
月
二
十
六

金

ま

で
の
土
日
及
び
国
民
の
祝
日
を
除
く
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

以
降
の
問
合
せ

に
つ
い
て
は
回
答
で
き
な
い
場
合

入
札
説
明
書
の
別
添
二
入
札
に
関
す
る
質
問

書
の
提
出
期
限
は
令
和
六
年
一
月
十
九

の
午
後
四
時

 

五 

応
札
仕
様
書
等
に
つ
い
て 

  

１ 

本
件
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者

応
札
仕
様
書
を
発
注
者
の
指
定
す
る
様
式
に
よ
り
作
成 

 
 

期
限

様
式
に
記
入
し
た
規
格
の
根
拠
と
な
る

と
と
も

提
出

応
札
仕
様
書
等
の
内
容
を
審
査
し
た

し
得
る
と
判

断

と
さ
れ
た
応
札
仕
様
書
等
を
提
出
し
た
者
に
限

入
札
落
札
決
定
の
対
象
と
す
る

法
人
か
ら
応
札
仕
様
書
等
に
関

説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合

応
じ
な
け
れ

 

 

２ 

応
札
仕
様
書
等
の

び
方
法 

    

㈠ 

提
出
期
限 

        

令
和
六
年
一
月
二
十
六

金

 

    

㈡  

提
出
場
所 

        

徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
二
番 

        

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院 

施
設
整
備
企
画
課 

    

㈢  

提
出
方
法 

        

直
接
持
参
又
は

に
よ
る
場
合

書
留
郵
便

提
出
期
限
ま
で
に
必
着
の
こ

 

六 

入
札
手
続
等
に
つ
い
て 



 
１ 

入
札
及
び
開
札
執
行
の
日
時
及
び
場
所
並
び
に
入
札
書
の
提
出
方
法 

    
㈠ 

日
時 

        
令
和
六
年
二
月
一

木

 

    

㈡  
場
所 

        

徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
二
番 

        

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院
三
階
会
議
室 

    

㈢  

入
札
書
の
提
出
方
法 

        

直
接
持
参
又
は

に
よ
る
場
合

書
留
郵
便

提
出
期
限
ま
で
に
必
着
の

 

  

２ 

郵
送
に
よ
る
場
合
の
入
札
書
の

び
郵
送
方
法 

    

㈠ 

提
出
期
限 

        

令
和
六
年
一
月
三
十
一

水

必
着 

    

㈡ 

宛
先 

        

郵
便
番
号 

七
七
二‐

八
五
〇
三 

        

徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
二
番 

        

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院 

施
設
整
備
企
画
課 

    

㈢ 

郵
送
方
法 

        

二
重
封
筒

入
札
書
を
中
封
筒
に
入
れ
て
密
封
し
た
上

当
該
中
封
筒
の
表
面
に
は
直

接
持
参
す
る
場
合
と
同
様
に
入
札
者
名
を
明
記

外
封
筒
の
表
面

の
入
札
書
在
中

旨
を
朱
書

 

  

３ 

入
札
の
方
法
等 

      

落
札
決
定
に
当

入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を

び
地

方
税
法
に
則

消
費
税
等
は
含

落
札

入
札
執
行
者

契

約
金
額
の
支
払
い
の
際
上
記
契
約
希
望
金
額
に
消
費
税
等
を
加
算
し
た
金
額

支
払
う
旨

公
租
公
課
の
増
減
が
生
じ
た
場
合
も
同
様

契
約
書
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る

 
  

４ 

契
約
手
続
き
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨 

      

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨 

  

５ 

入
札
保
証
金 

      

免
除 

 

６ 

契
約
保
証
金 

 
 

 

会
計
規
程
実
施
規
程
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定

会
計
規
程
実

施
規
程
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

契
約
保
証
金
の
全
額
又
は

一
部
を
免
除

 

  

７ 

入
札
の
無
効 

      

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は

入
札
は
無
効

 

 
 

㈠ 

入
札
者
が
同
一
事
項
に
対

二
以
上
の
入
札

 
 

 

㈡ 

入
札
者
が
他
人
の
代
理

又
は
代
理
人
が
他
人
の
代
理
を
兼

 
 

 

㈢ 

入
札
保
証
金
を
免
除
し
た
場
合
を
除

全
部
又
は
一
部
が
納
付

 
 

 

㈣ 

入
札
に
関
し
談
合
等
の
不
正
行
為

 
 

 

㈤ 

入
札
書
に
記
名
押
印

 



 
 

㈥ 

入
札
書
の
記
載
事
項
の
確
認

 
 

 
㈦ 

入
札
参
加
資
格
を
有
し
な
い
者
が
入
札

 
 

 

㈧ 
そ
の
他
契
約
責
任
者
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
事
項
に
違
反

 
  

８  

入
札
又
は
開
札
の
中
止 

 
 

 

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

入
札
又
は
開
札
を
行

こ
れ
を
中
止

中
止
に
よ
る
損
害

入
札
者
の
負
担

 

  

９  

落
札
者
の
決
定
方
法 

 

有
効
な
入
札
書
を
提
出

五
の
応
札
仕
様
書
等
の
審
査

適
切
と
認
め
ら
れ
た

入
札
者

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
提
示
し
た
者
を
落
札
者
と
す
る

 

１０  

落
札
の
無
効 

㈠ 

落
札
者

落
札
決
定
の
通
知
を
受
け
た

が
定
め
た
期
間
内
に
契
約
を
締
結
し
な
け

期
間
に
落
札
者
が
契
約
の
締
結

者
の
落
札
は
効

力
を
失

 

㈡ 

落
札
者

者

契
約
締
結
日
ま
で
に
徳
島
県
建
設
工
事
等
に
係
る
指
名
停
止
等
措
置

要
綱
に
基
づ
く
指
名
停
止
等
の
措
置
を
受
け
た

そ
の
者
と
は
契
約
を
締
結

 

１１ 

契
約
書
作
成
の
要
否 

 
 

 

要 

１２ 

そ
の
他 

詳
細
は

 

 



徳島県公安委員会規則第９号

徳島県公安委員会等に係る行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規則の一

部を改正する規則を次のように定める。

令和５年１２月２２日

徳島県公安委員会委員長 北 島 義 貴

徳島県公安委員会等に係る行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規則

の一部を改正する規則

徳島県公安委員会等に係る行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規則（令

和２年徳島県公安委員会規則第４号）の一部を次のように改正する。

別表自動車の保管場所の確保等に関する法律施行規則（平成３年国家公安委員会規則第

１号）の部の次に次のように加える。

古物営業法施行規則（平成７年国家公安委員会規則第 第１４条の２ 仮設店舗における営

１０号） 業の届出（古物商が

仮設店舗において古

物営業を営む場合に

おいて，その場所の

所轄警察署長を経由

して提出するものに

限る。）

附 則

この規則は，令和６年１月４日から施行する。
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